
東京三協信用金庫
第99期　業務報告書

Mini Report 2023
令和4年4月1日～令和5年3月31日

（本店ビル完成イメージ、令和5年12月グランドオープン予定）

この街との“つながり”が誇りです



　皆さまにおかれましては益々ご清栄のこととお慶

び申し上げます。平素は格別のご愛顧、ご支援を賜り

厚く御礼申し上げます。

　さて、新型コロナウイルス感染症の感染拡大から

3年が経過し、行動制限や入国制限の緩和、ウィズ

コロナの新しい生活様式の広まりから徐々にでは

ありますが、正常化に向けて人の動きが活性化して

おります。しかしながら、長期に渡るコロナ禍は、

社会に多くの爪痕を残しております。亡くなられた方々のご冥福をお祈り

するとともに、生活、教育、企業経営に様々な影響を受けておられる皆さま

に、心よりお見舞申し上げます。

    経済情勢においては、国際情勢の緊張等によるエネルギー・原材料価格の

高騰、コロナ禍からの経済の再開、サプライチェーンのひっ迫等により世界

的にインフレが進行しております。日本国内においても、急速な円安の進行

が重なり、約40年ぶりの高い物価上昇率を記録し、企業経営、家計に大きな

影響を与えております。

　このような経済環境、社会情勢のなか、当金庫は、相互扶助精神のもと預

貸金業務に集中した地域金融の推進に徹するとともに、3ヵ年計画「情報を

つなぎ、顧客課題の解決に挑戦する」に基づき、お客様との“つながり”を

強化する業務運営に取り組んでまいりました。また、令和3年に発覚しまし

た、不祥事件を厳正に受け止め、実効性ある再発防止策を講ずるとともに、

役職員のコンプライアンス意識の徹底と内部管理態勢の強化を図り、お客様

からの信頼の回復に向けて、全役職員で全力をあげて取り組んでおります。

　令和5年度は、引き続き、世界情勢の不透明感、インフレの長期化等により

厳しい景況感となることが予想されます。このような状況下においてこそ、

中小・小規模事業者の皆さまが経営環境の変化に翻弄されることのない

よう、資金繰りを支え、引き続き事業支援・課題解決に取り組み、地域の

皆さまとともに歩むことが、地域金融機関のあるべき姿と考えています。

　当金庫は、本年12月に新本店ビルのオープンを予定しており、令和7年

10月には創立100周年を迎えます。これは、ひとえに地域の皆さまのご支援

の賜物でございます。これからも地域の皆さまとの“つながり”を大切に、

当金庫が真に必要とされるよう、地域金融機関・協同組織金融機関としての

使命を果たしていく所存です。今後とも変わらぬご支援とご高配を賜りま

すよう心からお願い申し上げます。

令和5年6月　東京三協信用金庫　理事長　中島　久喜

ごあいさつ
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東京三協信用金庫の概要

国民大衆の金融機関に徹する
常に健全性公共性の維持に努める
絶えず経営の改善に努める

基本方針

～4つの“こころ”情熱・使命・絆・志～

お客様のお役に立ちたいという“情熱（こころ）”
誠実さ・正直さを追求する“使命（こころ）”
お互いを認め、敬い、信頼し合う“絆（こころ）”
職責や役割を理解し、高みを目指す“志（こころ）”

行動規範　『さんきょうの心構え』

創 立

預金積金残高

貸 出 金 残 高

出 資 金 額

会 員 数

店 舗 数

常勤役職員数        

大正14年（1925年）10月12日

169,559百万円 

115,365百万円

971百万円

10,551名

12店舗

176名

金庫概要（令和5年3月31日現在）

3ヵ年計画（令和3年度～令和5年度）
～情報をつなぎ、顧客課題の解決に挑戦する～

１．金融仲介機能の発揮

２．営業力の強化

３．効率化・生産性向上

４．人材育成

５．リスク管理・顧客保護・ガバナンス等

６．本店建替・店舗網等
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損益の推移

預金積金の推移

　貸出金利息を中心とした資金運用収益の増加に加え、経費の節
減に努めた結果、金融機関の本業での損益を示す業務純益は、前
期より136百万円増加し633百万円となりました。また、経常利益
は539百万円(前期比233百万円増加) 、当期純利益は383百万円
(前期比112百万円増加)となっております。

貸出金の推移
（億円）
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不良債権の状況
金融再生法開示債権
（令和5年3月期）

    国内基準である4.0％の2倍以上を確保しており、当金庫経営の
健全性は十分保たれております。

自己資本比率の推移

（%）

0

4

10

令和 5年
3月期

令和 4年
3月期

令和 3年
3月期

国内基準

4.0

8.53

※「債権額合計」は、金融再生法上で
定められた開示債権の総額であ
り、「貸出金残高」とは異なります。

金融再生法上の不良債権

正常債権

債権額合計　116,289 百万円

2,745百万円

不良債権
比率
2.36％113,544百万円

貸出金業種別残高構成

製造業
農業、林業
建設業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
金融業、保険業
不動産業
　　不動産建売業
　　不動産取引業
　　不動産賃貸業
　　個人貸家業
物品賃貸業
学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業
飲食業
生活関連サービス業、娯楽業
教育、学習支援業
医療、福祉
その他のサービス
個人
合計
※単位未満はすべて切り捨てで表示しております。

1,320
2 

8,119
479 
793 

5,007 
577 

72,063 
6,949 
24,686 
15,908 
24,519 

22 
1,835 
4,272 
2,633 
1,282 
505 

1,380 
2,246 
12,823 
115,365 

1.1
0.0
7.0
0.4
0.6
4.3
0.5
62.4
6.0
21.3
13.7
21.2
0.0
1.5
3.7
2.2
1.1
0.4
1.1
1.9
11.1
100

業種 貸出金残高（百万円）構成比（％）

8.50 8.438.43
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第99期　貸借対照表

財務諸表

（令和5年3月31日現在）

2,688
36,642
178

21,528
888

5,242
12,262
522

2,612
115,365

13
1,282

112,986
1,084
1,023
89
714
20
156
42

8,417
1,037
5,888
1,375
115
32
29
3

354
869

△ 324
（△ 7）

（資産の部）
現　金
預け金
買入金銭債権
有価証券
　国債
　地方債
　社債
　株式
　その他の証券
貸出金
　割引手形
　手形貸付
　証書貸付
　当座貸越
その他資産 
　未決済為替貸
　信金中金出資金
　前払費用
　未収収益
　その他の資産
有形固定資産
　建物
　土地
　建設仮勘定
　その他の有形固定資産
無形固定資産
　ソフトウェア
　その他の無形固定資産
繰延税金資産
債務保証見返
貸倒引当金 
(うち個別貸倒引当金）

金額（百万円）科目

資産の部合計 186,777

169,559
2,173
75,240

85
83

79,818
11,745
413

1,772
1,772
497
61
25
8

124
62
29
1
90
48
45
43
406
84
8
1
-

1,130
869

174,375

金額（百万円）科目

971
971

9,392
998

8,393
5,390

(       250）
(         20）
(         20）
(   2,000）
(       300）

3,003
△ 0

10,363
△ 278
2,316
2,038

（純資産の部）
出資金
　普通出資金
利益剰余金 
　利益準備金
　その他利益剰余金
　　特別積立金
　　（NFS積立金）
　　（事務機械化積立金）
　　（職員教育積立金）
　　（経営安定化積立金）
　　（店舗建築積立金）
　　当期未処分剰余金
処分未済持分
会員勘定合計
その他有価証券評価差額金
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

負債の部合計

186,777
12,402

（負債の部）
預金積金
　当座預金
　普通預金
　貯蓄預金
　通知預金
　定期預金
　定期積金
　その他の預金
借用金
　借入金
その他負債 
　未決済為替借
　未払費用
　給付補塡備金
　未払法人税等
　前受収益
　払戻未済金
　払戻未済持分
　職員預り金
　資産除去債務
　その他の負債
賞与引当金 
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
店舗等建替損失引当金
再評価に係る繰延税金負債
債務保証
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第99期　損益計算書
（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）

第99期
剰余金処分計算書

以上のとおりであります。

令和 5年 6月

東京三協信用金庫
理 事 長

常務理事

常勤理事

常勤理事

常勤理事

理      事

中 島 　 久 喜

遠 藤 　 豊 幸

髙 橋 　 勝

平 川 　 昌 幸

雨 宮 　 正 信

古 谷 　 修

常勤監事

監      事

員外監事

田 中 　 徹

平 澤 　 天 志

鈴 木 　 信 二

上記各事項を監査の結果、正確である
と認めます。

令和 5年 6月

2,894,723 
2,540,371 
2,248,749 
22,731 
201,844 
67,045 
190,534 
66,422 
124,112 
26,764 

28  
26,735 
137,052
63,386 
67,682
5,982 

2,355,193 
34,615 
18,407 
4,162 
11,424
620 

69,899 
16,684 
53,215 
28,825 
24,819 
4,005 

2,052,477 
1,307,578 
636,167 
108,731 
169,375 
156,830
12,544  
539,529 
5,900 
5,900 
14,662 

0
14,662 
530,766 

128,200 

19,046 
147,246 
383,520 

2,619,877 
3,003,398 

経常収益
　資金運用収益
　　貸出金利息
　　預け金利息
　　有価証券利息配当金
　　その他の受入利息
　役務取引等収益
　　受入為替手数料
　　その他の役務収益
　その他業務収益
　　国債等債券償還益
　　その他の業務収益
　その他経常収益
　　貸倒引当金戻入益
　　償却債権取立益
　　その他の経常収益
経常費用
　資金調達費用
　　預金利息
　　給付補塡備金繰入額
　　借用金利息
　　その他の支払利息
　役務取引等費用
　　支払為替手数料
　　その他の役務費用
　その他業務費用
　　国債等債券償還損
　　その他の業務費用
　経費
　　人件費
　　物件費
　　税金
　その他経常費用
　　貸出金償却
　　その他の経常費用
経常利益
特別利益
　その他の特別利益
特別損失
　固定資産処分損
　減損損失
税引前当期純利益
　法人税、住民税及び
　事業税
　法人税等調整額
法人税等合計
当期純利益
繰越金（当期首残高）
当期未処分剰余金

金額（千円）科目 （令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）

3,003,398,076 

27,150,650

3,030,548,726 

3,011,177,185 

当期未処分剰余金
法定準備金限度
超過取崩額
計

19,371,541 
（年 2.0％）
19,371,541 

剰余金処分額
　普通出資に
　対する配当金
繰越金（当期末残高）

金額（円）科目
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総代会事項

総代の定数と任期
•総代の定数は70人以上100人以下で、会員数に応じて選任区域
ごとに定められています。
•総代の任期は3年です。
•信用金庫運営に、より深い見識を持った総代を維持し、かつ、会員
の多様な意見を経営に活かしていくため、総代の定年制を導入し
ています。

総代のお名前 （令和5年5月31日現在、順不同、敬称略、数字は総代就任回数）

第１区（新宿区）：20名
難波　輝守   ⑪
加納　由雄   ⑥
星野　高行   ③
佐々木　健太 ①

穴口　勝彦   ⑩
岩崎　良夫   ⑥
小坂　昌弘   ②
望田　正吾    ①

飯島　英子   ⑧
金野　博   ⑤
神宮司　眞也 ②
薮内　謙治   ①

吉鶴　志郎   ⑦
矢口　実    ⑤
平山　茂    ②
佐橋　厚彦   ①

露木　孝憲   ⑦
馬場　章夫   ③
塩崎　耀久   ②
小式海　正彦①

田澤　敏夫   ⑮
高野　征男   ⑨
山本　秀哉   ②

伊田　明行   ⑬
棚部　重夫   ⑥
髙橋　義勝   ②

大澤　喜一   ⑪
島袋　修一   ⑥
鈴木　雅之   ①

平澤　角治   ⑩
星野　高久   ⑤
青木　正仁   ①

井口　哲次郎 ⑨
本田　信治   ③

第２区（杉並区）：14名

大沢　良雄   ⑪
有山　茂明   ⑦
兼村　仁   ④
須藤　雅巳   ②
名嘉　明男   ①

村上　祐三   ⑩
河手　啓一   ⑥
平石　雅也   ③
本多　秀毅   ②
星野　一歩   ①

伊藤　長市   ⑨
川口　志朗   ⑥
藍川　眞樹   ③
中村　桂一郎 ②
竹島　秀樹   ①

野口　圭也   ⑨
望田　捷敏   ④
須藤　康司   ③
大橋　伸光   ②

小林　義之   ⑦
須藤　史郎   ④
岡庭　伸行   ③
安藤　一郎   ①

第３区（東京都２３区の中、新宿区、杉並区を除く２１区）：23名

福岡　義昭   ⑨
松村　一夫   ⑦
石黒　晴夫   ③
小熊　陸夫   ③
赤坂　博之   ①
村山　恵一   ①

平沢　勝   ⑧
西村　司   ⑥
鈴木　庸夫   ③
齊藤　幸司   ②
小菅　満治   ①

田中　實   ⑧
小菅　誠   ⑤
小野寺　透   ③
荒井　一如   ②
竹内　章   ①

浅野　雄一郎 ⑦
古谷　正志   ⑤
篠塚　秋夫   ③
小菅　正人   ②
永峰　久隆   ①

浅野　宗彦   ⑦
中田　茂   ⑤
井上　今朝文③
岡本　弥尋   ②
中野　良教   ①

第４区（立川市、武蔵野市、三鷹市、府中市、昭島市、調布市、小金井市、小平市、東
村山市、国分寺市、西東京市、国立市、狛江市、清瀬市、東大和市、東久
留米市、武蔵村山市、多摩市、稲城市および埼玉県新座市）：26 名

第99期通常総代会
　令和5年6月20日に開催した第99期通常総代会において、次の
事項が付議され、それぞれ原案のとおり承認・決議されました。

報告事項 
　・ 監事による監査報告
　・ 第99期（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）業務報告、
　　貸借対照表及び損益計算書の内容報告の件

決議事項
　第1号議案　法定準備金限度超過額取崩の件
　第2号議案　第99期剰余金処分案承認の件
　第3号議案　会員除名の件
　第4号議案　定款の一部変更の件
　第5号議案　総代候補者選考委員の選任の件

その他
　出資金に対する配当金は年2％に決定されました。
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本店ビル建替え
　令和3年10月に着工しました、本店ビル建設工事は、予定通りに
進捗しており、本年9月に竣工、12月にグランドオープンを予定して
おります。

令和４年度　１年の歩み

4月  1日 新入職員入庫式
5月  18日
   ～20日　

全店企画旅行
「京都・有馬温泉　2泊3日の旅」

令和4年

5月27日 ビジネスクラブさんきょう　総会・勉強会

本店ビル
完成イメージ

建設工事の様子
（令和5年6月）

6月  1日 定期預金『「未来」～100周年に向けて～』
取り扱い開始

6月15日 信用金庫の日　お客様サービスデー
6月21日 第98期通常総代会
10月28日 新宿区社会福祉協議会へ寄付

12月  8日 ビジネスクラブさんきょう　企業合同忘年会

12月  2日
   ～  9日　

令和4年度地区別経営内容説明会

令和5年
1月  4日 懸賞品付定期積金『～創立100周年に向けて～

「つなぐ未来」』取り扱い開始
2月  7日 さんきょう友の会　観劇
2月14日 ビシネスクラブさんきょう

新春講演会・賀詞交換会

信用金庫の日店頭の様子 経営内容説明会の様子
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お客様支援・地域支援の取り組み

　高井戸支店渉外担当者の機転により特殊詐欺の拡大を防止したと
して、高井戸警察署より感謝状が授与されました。
　一層巧妙化する特殊詐欺に対し、お客様が被害に遭うことの無い
よう、注意を払い、お声掛けをし、場合によってはお振込やご出金の
理由を立ち入ってお聞きすることもございますが、お客様の大切な
財産をお守りする方策でございますので、ご理解のほどお願い申し
上げます。

特殊詐欺未然防止

みまもり定期預金「ことぶき」の取り扱い
　特殊詐欺未然防止を目的として、普通預金からのお振替にて
定期預金（通帳式・証書式）を作成いただくと、1年間店頭表示金利
に0.05％が上乗せとなる、「みまもり定期預金『ことぶき』」を取り
扱っています。
※本商品は、契約時満65歳以上の方に限ります。

　令和3年に取り扱いました、「さん
きょう拡充倶楽部定期積金」および
「想いをつなぐ定期積金」のご契約
総額の0.05％相当額を当金庫より
新宿区社会福祉協議会へ寄付させ
ていただきました。
　寄付金は、同協議会が開催する、「食の支援が必要な子育て世帯を
対象とした食品配付会（フードパントリー）」等に充当されています。

新宿区社会福祉協議会へ寄付

　当金庫は、地域の皆さまとの“つながり”や“ふれあい”を大切にして
おり、各営業店近隣地域の祭礼や伝統行事、イベント等に役職員が
参加し、地域社会の活性化、地域文化の発展のお手伝いをしています。

地域行事等への参加

　早稲田支店にて、地元中学生の
職業体験に協力し、社会人としての
マナーや信用金庫の業務等につい
ての研修、通帳の作成体験等を行
いました。

職業学習への協力
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　当金庫新宿支店お取引先が、東京都信用金庫協会・しんきん協議
会連合会・東京事業経営者会が主催する優良企業表彰において、優秀
賞を受賞されました。
　優良企業表彰は、信用金庫のお
取引先企業の中から優れた成果を
あげられた企業を選出する制度で
あり、表彰対象企業約13,000社の
中から、38社が各賞を受賞されま
した。

しんきん優良企業表彰

　 当金庫より、信金中央金庫の地域推進スキーム「SCBふるさと応援
団」の寄付先に、新宿区の「金融機関と連携した区内地場産業のプロ
モーション及び販路開拓支援事業」を推薦し、企業版ふるさと納税を
活用した寄付が決定しました。

「ＳＣＢふるさと応援団」新宿区事業へ寄付

　昭和63年に発足したビジネスクラブさんきょう（発足当時の名称
「SBLC」）は、法人代表者および個人事業主の皆さまを中心に組織さ
れ、会を通じて、会員相互の事業の発展、ビジネスマッチング、見識と
ネットワークを広げるための活動を実施しています。令和4年度は、
3年ぶりに集合形式の勉強会、講演会、懇親会等を開催しています。

ビジネスクラブさんきょう（BCS)

　中小事業者様向けの相談窓口であり、経営課題全般について専
門的な助言を「無料で」「何度でも」利用できることが特色となって
います。
　事業者様の利便性向上を図るた
め、当金庫営業店にてリモート形式
での個別相談会を開催しています。
　また、「東京都よろず支援拠点」
のコーディネーターを講師として、
営業店にて様々なセミナーを開催
しています。

東京都よろず支援拠点　オンライン個別相談会
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

本 部

本 店
（仮店舗）

本店仮ATM
コーナー

下落合ATM
コーナー

新 宿 支 店

井荻駅前支店

高 井 戸 支 店

調 布 支 店

東 伏 見 支 店

府 中 支 店

保 谷 支 店

早 稲 田 支 店

鷺 宮 支 店

西 落 合 支 店

池 袋 支 店

〒160-0022　新宿区新宿2-18-3
 （新宿支店内）

〒169-0075　新宿区高田馬場2-17-15
 唐橋ビル1階

〒169-0075　新宿区高田馬場2-18-11
 稲門ビル1階

〒161-0033　新宿区下落合1-16-7

〒160-0022　新宿区新宿2-18-3

〒167-0023　杉並区上井草1-24-2

〒168-0072　杉並区高井戸東4-8-18

〒182-0026　調布市小島町1-31-3

〒202-0014　西東京市富士町2-11-12

〒183-0015　府中市清水が丘3-26-15

〒202-0011　西東京市泉町2-14-19

〒169-0051　新宿区西早稲田1-9-18

〒165-0031　中野区上鷺宮1-4-2

〒161-0031　新宿区西落合2-10-1

〒171-0021　豊島区西池袋5-4-6

03-6384-2031（代）

03-3200-7121

連絡先
（本店 03-3200-7121）

03-3356-6711

03-3390-4111

03-3333-8811

042-483-6511

042-462-1555

042-365-8111

042-423-1911

03-3204-2211

03-3999-2011

03-5996-2711

03-3984-3551 

この街との“つながり”が誇りです
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